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（別紙様式） 

令和３年度 ICT活用実践研究 実績報告書 

所属校園 附属函館中学校 形態 ☑ 個人  □ 団体・ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

研究代表者 

（申請者） 

氏  名 職名 備考（分担等） 

匂坂 卓雄 教諭  

研究分担者 

（団体・ｸﾞﾙｰﾌﾟの

場合） 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

研究題目  クロムブックを活用したUnitの纒めと生徒の交流を通した学び合い 

経 費 支 出 内 訳 

事項 単価［円］ 員数 金額［円］ 

（消費税込） 

備考 

（内訳・特記事項等） 

 

携帯型通訳デバイス SOUR

CENEXT POCKETALK 

 

 

 

 

32,750 
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32,750 

 

 

予算配分額20,000円（過不足は

附属学校運営費により調整） 

 

 

 

 

 

 

合計 32,750 
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【研究実績の概要，得られた成果・効果等】                 

（１）研究目的 

 本研究では、chrome book の「スライド」機能を使用したまとめ活動を通して、生徒が主体的に

学ぶ力をつけ、生徒の英語力を向上させるために、効果的があると考えられるクロムブックの活用

方法を探ることを目的とする。 

 

（２）研究概要 

外国語（英語）授業において、ユニットのまとめとして行うパフォーマンステストの課題を「キ

ーセンテンスの内容をスライドで説明できる」とし、生徒は教科書やノート、ワークやインターネ

ットなどを用いて、自分で調べた内容をもとに chrome book のスライドにまとめていく。生徒はル

ーブリックを確認しながらより高い評価を目指して、それぞれの表現を工夫したり、学校で習った

内容以外についても自ら調べ、よりよいスライドづくりを目指すことで、英語力をつけていくこと

ができる。生徒によってはオリジナルの問題を作成することで、より実践的な英語の使い方につい

て学ぶことができる。 

また、提出されたスライドをもとに、ボランティアが教室内で自らの作ったまとめを発表するこ

とで、ほかの生徒が改めて文法事項について学ぶ機会になり、生徒同士の教え合いも生まれる。 

 

【手順】 

① 教員は英語のクラスルームにおいてパフォーマンステストの課題を提示する。 

② 同時にルーブリックを配布し、評価基準を示し、〆切を設定して課題に取り組ませる。 

③ 生徒は教科書、ノート、ワークや辞書、ポケトークなどを活用しながら文法事項について整理

し、スライドにまとめていく。 

④ 生徒はほかの生徒がクラスルーム内のスライド提出フォルダを開き、ほかの生徒が提出したス

ライドを見て、感想や改善点などのコメントを入れる。 

⑤ 教員は提出されたスライドを確認し、授業内でボランティアを募り生徒にスライド内容を発表

させる。 

⑥ 教員はルーブリックをもとにスライドについて評価を行い、生徒に評価を伝える。 
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【ポケトークの活用について】 

生徒は例文を作ったり表現を考えたりする際に、紙辞書や電子辞書を活用しているが、今回はポ

ケトークの使用も許可した。 

 

ポケトーク使用時の写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒が作成したスライド 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒の発表の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4 

 

（３）得られた成果・効果等 

 ユニットで学習した内容を、生徒が chrome book を用いた「スライド」でまとめなおすことによ

り、より生徒の理解が深まり、主体的に学ぶ姿勢を養うことができたと考えられる。他の生徒に 

発表することを意識することで、スライド内容も単純に教科書の内容をまとめたものではなく、独

自に調べた資料などを添付しながら、魅力的な仕上がりになっていた。主体的な学びを進める上で、

chrome book を用いたスライド作成の取り組みは効果的であるといえる。また、生徒が提出したス

ライドに別の生徒がコメントを入れる活動を通して、自らの作品を振り返り、より高い質のスライ

ドを作ろうとする生徒の気持ちを感じた。お互いを評価し合いながら、生徒自身が学びに向かう力

を高めることのできる活動であるとも感じている。 

 今後もこの活動を定期的に行いながら、生徒が主体的に学ぶ力を高めていきたい。 

 

 


